
シンシナティ日本語補習校 社会科について 

１．社会科のカリキュラム 

 ・小４から中３まで、社会科の時間を 1 時間設けている。高等部は小論文の時間に

現代社会が組み込まれている。 

 ・小４から小６までの社会科は教員一人が担当、中学部は教員二人が担当している。 

  

２．中学部の社会科について 

（１）学習内容 

 
前期（４～９月） 後期（１０月～３月） 

中１ 地理  

第１部 世界と日本の地域構成 

第２部 世界のさまざまな地域 

歴史 

第１章 歴史へのとびら 

～第４章 近世の日本 

中２ 第３部 日本のさまざまな地域 

第４部 地域の在り方 

第５章 開国と近代日本の歩み 

～第７章 現代の日本と私たち 

中３ 公民 

第１章 現代社会と私たちの生活 

第２章 個人の尊重と日本国憲法 

第３章 現代の民主政治と社会 

 

第４章 私たちの暮らしと経済 

第５章 地球社会と私たち 

 

（２）教材準備について（地理・歴史） 

 ①利用指導書・資料 

 ・学習指導案編・指導用教科書（朱書き編） 

 ・指導書 Web サポート・付属 DVD-ROM 

 ・動画（NHK for School）、学習内容に関連したニュース記事 

 

 ②授業の準備物 

 ・ワークシート・スライド・プロジェクター 

 ＊デジタル教科書は使用していない。 

 ＊1 日 1 時間しかないため、板書の時間がなく、板書の代わりにスライドを準備して

いる。 

 ＊授業後、スライドをグーグルクラスルームに保存し、復習だけでなく欠席者も学習

できるようにする。 



 ＜スライド例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

教科書で内容を確認後、「岩倉使節団」の動画を見る。 

動画の中で、岩倉使節団がグラント大統領と会見したことが紹介される。 

グラント大統領について現地校でどのようなことを学習したか尋ねる。 

教科書にはグラント大統領についての記載はないが、生誕地がオハイオ州の史跡の一つ

となっており、補習校から車で 30 分の距離と近いため、生徒に親近感を持たせる。 

その後、南北戦争についても教科書で学習する。 



 

＜ワークシート例＞ 

 

 


